
人を対象とする研究等倫理審査委員会 オプトアウト書式

① 研究課題名 寛骨日骨折の長期治療成績

② 対象者及び対象期Fo5、 過去の研究課題名と研究責任者

2007年以降、以下の施設で寛骨日骨折と診断され治療 (保存・手術)をうけた患者さん。

・新潟大学医歯学総合病院 ・新潟市民病院 ・新潟県立新発田病院 ・長岡赤十字病院 ・魚沼

基幹病院  。新潟県立中央病院

③ 概要

寛骨日骨折とは、股関節の受け皿が折れてしまうことにより、将来的に変形性股関節症となる可能

性がある骨折です。一方でまれな骨折であり、また骨癒合が得られると治療終了となることが多く、

日本の寛骨日骨折の治療成績についてはほとんど報告されていません。

また通常は強い力がかかつて折れる骨折ですが、近年は骨粗しょう症にともなつて33い力で折れる

寛骨日骨折の報告が増えていますが、その治療成績はまだわからないことが多いのです。

日本は世界の中でも高齢化率が高 <、 日本の寛骨日骨折の傾向や治療成績は、他国にとつて有益な

情報となる可能性が高いと考えられます。

そこで私たちは、新潟県での治療成績を診療録から調査する研究を計画しました。

④申請番号

⑤研究の目的・意義 新潟県の治療成績を調査し、高齢化に伴う治療成績の変化や治療成

績向上につながる因子を解明することです。

⑥研究期間 倫理委員会承認日から2034年 12月 まで

⑦情報の利用目的及び利用

方法 (他の機関へ提供される

場合はその方法を含む。)

各病院の診療記録に残されている病歴、画像、治療経過を利用しま

す。使用するデータは個人が特定されないように匿名イしを行い、研

究に使用します。研究の成果は、学会や専門誌などの発表に使用さ

れる場合がありますが、名前など個人が特定できるような情報が公

表されることはありません。他の機関へ提供されることはありませ
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③利用または提供する情報

の項目

病歴 (性別・受傷時年齢・受傷原因・治療内容)、 受傷時から最終

診察時までの×線や CTなどの画像、外来通院8寺の身体所見

⑨利用の範囲 新潟大学 整形外科

①試料・情報の管理について

責任を有する者

新潟県立新発田病院 整形外科医長

須田 健

〇おPCD5い合わせ先 新潟大学整形外科 医局

電話 :025-227-2272

e―man:ikuneko@rned.n‖ gata― u.ac.ip


